
 

 

 

 

 
在日外国人への理解を深め、共に住みよい社会を実現するために、必要なこ

とやできることについて考えます。 

 

時 間 ８0 分 人 数 １グループ４～６人 

準 備 ワークシート①・②・③   資料①・②   筆記用具 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 
＜準備＞ ワークシート① 資料① 

１ 栃木県には現在、何人ぐらいの外国人が住んでいるかを考えます。 

 ３択クイズ：①4,000 人 ②40,000 人 ③400,000 人 

（正解②：壬生町の人口とほぼ同じ） 

２ ワークシート①を受け取り、空欄に入る国の名前を考え、栃木

県に在住する外国人の状況についてより詳しく知ります。 

３ 自分が住んでいる地域にいる外国人の様子についてグループで

意見交換をします。 

  ・外国人と関わってすごいと思ったこと、うれしかったこと 

・カルチャーショックを受けたこと 

・外国人が日本に住んでいて困っていることはないか など 

４ 資料①を受け取り、日本に在住する外国人について、人権上問題

だと思われていることを確認します。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    40分 

ふ  り  か  え  り 
      20 分 

 

アイスブレーキング 
      2０分 

＜アクティビティ１＞ 外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

考
え
る 

栃木県に住む外国人について知ろう！ 

＜アクティビティ２＞ 

「九つの解決策ランキング」をしてみよう  

＜アクティビティ３＞ 

共に暮らす仲間として 

活動のねらい 
栃木県に在住する外国人の現状について、クイズなどをとおして

楽しく知り、外国人との関わりについて関心を高めます。 

 

外国人の人権 

 ファシリテーター

からも、意見交換の

視点を投げかけ、学

習のねらいに沿うよ

うな話合いになるよ

うにします。 

 「外国人」というだ

けで誤った考えや先

入観があることに気

付き、考えを深めるよ

うに促します。 
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活動の進め方 

＜準備＞ ワークシート② 
 

１ ワークシート②を受け取り、「九つの解決策」を順位

付けする方法を聞きます。 

２ 各自で考えワークシートに記号を記入します。 

３ 各自の考えをグループで発表し合いながらグループと

しての考えをまとめます（ワークシート③）。 

４ グループで話し合った内容を全体の場で発表します。 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞ 資料②（片面版または両面版） 
 

１ 資料②の人権作文「だれもが笑顔でいられるように」

を読み、感想を話し合います。 

２ 外国人と日本人が、互いの違いを認め合い、共に住み

よい社会を実現するために必要なことを話し合います。 

・外国人がどんなことで困っていたか。 

・共に住みよい社会を実現するためには、自分に何がで

きるか。  

 

活動のねらい 
日本人と外国人が共に尊重し合いながら生活するた

めに、住民がどんなことをしていったらよいか話し合う

ことで、外国人との共生について考えます。 

活動のねらい 
人権作文を読み、日本人と外国人が、互いの違いを認

め合い、共に住みよい社会を実現するために、必要なこ

とやできることについて考えます。 

 個人として実現可能かどうか

に縛られずに、自治会として優先

して取り組むとよいと思うこと

を考えるように促します。 

特に、上位三つの項目について

は、どうしてそのように思ったの

かを発表してもらいます。そのた

め、グループで意見をまとめてお

くように助言します。 

多文化の共生という視点をも

ち、互いに尊重し合うため大切

なことを考えてもらいます。そ

のため、「自治会としての立場」

で考えたことから、「自分ででき

ること」に考えを発展させ、より

実践につなげられるように助言

します。 

・日本人と外国人が尊重し合いながら生活するための

九つの解決策を、自治会としてどれに優先して取り組む

とよいかと考え、ダイヤモンドの形に並べ替えてみてく

ださい。 
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ワークシート①     栃木県の外国人登録者数のグラフ 

 

 

 平成９（１９９７）年 平成２９（２０１７）年 

順位 国籍 人数（人） 人数（人） 

１ （ あ     ） ３，３２２ ６，６１８ 

２ （ い     ） １，８７０ ５，２４６ 

３ ベ ト ナ ム ２０１ ４，５４６ 

４ ブ ラ ジ ル ８，９４９ ４，１４０ 

５ ペ ル ー ３，１７１ ３，０８０ 

６ ネ パ ー ル ２０ ２，４９３ 

７ 韓 国 ２，９５４ ２，３３９ 

 
合 計 ２４，５８１ ３８，８４３ 

栃木県全体の人口 １，９７４，０３３ １，９６１，７６６ 

＊栃木県在住の外国籍の方の人数は、ここ５年間で９，０００人以上増えました。県の人口に占める

割合は約２％になります。また、県内に存在する外国人の国籍・地域数は１１２か国に上ります。 

 

参考：「栃木県外国人住民数現況調査」（栃木県産業労働観光部国際課）を基に作成 

（あ）

6618

（い）

5246

ベトナム

4546

ブラジル, 4140
ペルー, 3080

ネパール, 2493

韓国, 2339

その他, 10381

栃木県の国籍別の外国人住民割合【平成29(2017）年12月31日現在】

（人）

 26％ 

17％ 

14％ 

12％ 

11％ 8％ 

6％ 

6％ 
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ワークシート①     栃木県の外国人登録者数のグラフ       ＝解答＝ 

 

 

 平成９（１９９７）年 平成２９（２０１７）年 

順位 国籍 人数（人） 人数（人） 

１ 中 国 ３，３２２ ６，６１８ 

２ フ ィ リ ピ ン １，８７０ ５，２４６ 

３ ベ ト ナ ム ２０１ ４，５４６ 

４ ブ ラ ジ ル ８，９４９ ４，１４０ 

５ ペ ル ー ３，１７１ ３，０８０ 

６ ネ パ ー ル ２０ ２，４９３ 

７ 韓 国 ２，９５４ ２，３３９ 

 
合 計 ２４，５８１ ３８，８４３ 

栃木県全体の人口 １，９７４，０３３ １，９６１，７６６ 

＊外国人の住民を国籍別にみると、中国籍の方は２０年間で約２倍に、フィリピン国籍の方は 

約２．８倍、ベトナム国籍の方は、２０倍以上に増加しています。市町によって、住んでいる方の

国籍の割合には偏りがあります。 

参考：「栃木県外国人住民数現況調査」（栃木県産業労働観光部国際課）を基に作成 

中国

6618

フィリピン

5246

ベトナム

4546

ブラジル, 4140
ペルー, 3080

ネパール, 2493

韓国, 2339

その他, 10381

栃木県の国籍別の外国人住民割合【平成29(2017)年12月31日現在】

 26％ 

17％ 

14％ 

12％ 

11％ 8％ 

6％ 

6％ 

（人） 
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ワークシート②  

「九つの解決策ランキング」をしてみよう 
 
 ある自治会では、外国人居住者が多く、生活上のトラブルが心配されていました。そこで、自治会は、

日本人と外国人が共に尊重し合いながら生活するためにできそうなことを話し合い、先日の会議で 

「九つの解決策」を提案しました。あなたは、自治会としてどの提案を優先して取り組むとよいと思い

ますか？ 
 

１ 自治会として優先して取り組むとよいと思う順に、下の提案をダイヤモンドの形に並べてください。 

 

   高 

 

 

 

 

 

 優 

 

 先 

 

 順 

 

 位 

    

 

 

 

 

   低 

 

九つの解決策 

Ａ 外国人向けの日本語教

室、日本人向けの外国

語教室を開き合う。 

Ｂ ゴミ出しのルールを絵

入りにしたり、外国語

表記を加えたりして誰

にでも分かりやすくす

る。 

Ｃ 地域イベント（祭り等）

に外国人の子どもの参

加を促し、一緒に親も

参加してもらい交流を

する。 

Ｄ 地域に住む外国人家庭

の子どもの学力を保障

するため、学習会を開

く。 

Ｅ 身近に住んでいる外国

人に、積極的にあいさ

つや声かけをする。 

Ｆ 地域に住む外国人を講

師にして、母国の料理

教室を開く。 

Ｇ  住民同士の会議の際

に、行政や支援団体に

通訳を派遣してもらう

ようにする。 

Ｈ 地域の回覧や広報紙を

工夫し、外国人も読め

るようふりがなを付け

たり、外国語版を作成

したりする。  

Ｉ 地域に住む外国人と協

力し、イベント（文化

祭等）で国の様子がわ

かるコーナーを開設す

る。 

 

２ 各自の考えを発表し合いながら、グループとしての考えをまとめましょう。（別紙ワークシート③） 

１(   ) 
（  ）の中には、下の提案

の記号を記入します。 

２(   ) ２(   ) 

3(   ) 3(   ) 3(   ) 

4(   ) 4(   ) 

5(   ) 
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ワークシート③  

「九つの解決策ランキング」をしてみよう 

１ グループで「九つの解決策」を話し合いましょう。それらのうち、上位三つの提案を決めましょう。 

 

高 

 

  

 

優 

 

先 

 

順 

 

位 

 

 

 

 

 

低 

 

＊提案「九つの解決策」の記号とキーワード 

Ａ 日本語教室・ 
外国語教室 

Ｂ ルールを絵入り・
外国語表記に 

Ｃ  子どもの参加
で、親とも交流 

Ｄ 子どもの学習会

を開く 
Ｅ 積極的にあいさ

つや声かけ 
Ｆ 母国の料理 

教室 

Ｇ 通訳を派遣 

依頼 
Ｈ 回覧や広報紙を

工夫 
Ｉ 国の様子が 

わかるコーナー 
 

 

２ 上記三つの提案を選んだのは、なぜですか。理由をまとめましょう。 

１(   ) 

（  ）の中には

記号を、枠内には

キーワードを記

入します。 

２(   ) ２(   ) 
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資料①  

日本に居住している外国人に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思うか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「人権擁護に関する世論調査」（内閣府政府広報室）を基に作成 

 

 

 

12.5

13.8

0.6

7.9

14.7

17.5

20.6

22.4

24.6

30.9

41.3

0 10 20 30 40 50

わからない

特にない

その他

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

結婚問題で周囲の反対を受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

就職・職場で不利な扱いを受けること

風習や習慣等の違いが受け入れられないこと

外国人に関する人権問題
(％) 

「人権擁護に関する世論調査」 

この調査は、全国から統計的に選ばれた数千人

の方々を対象に、調査員が訪問して面接によって

行われます。目的は、人権擁護に関する国民の意

識を把握し、今後の施策の参考とするためです。 

調査項目は、 

(1) 人権問題について 

(2) 主な人権課題に関する意識について 

(3) 人権課題の解決のための方策について 

などがあります。 
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「
早
く
し
ろ
よ
。
い
つ
ま
で
待
た
せ
る
ん
だ
！
だ
か
ら
外
人
は

使
え
な
い
ん
だ
よ
。」 

周
り
に
い
た
人
た
ち
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
く
ら
い
の
声
で
、
男

の
人
が
言
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
私
は
「
え
っ
。」
と
思
い
、
一
瞬
そ

の
場
か
ら
動
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
相
手
は
ス
ー
パ

ー
の
店
員
さ
ん
、
研
修
中
と
書
か
れ
た
名
札
を
見
て
、
中
国
の
方

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
顔
を
下
に
向
け
、
黙
っ
て
レ
ジ
を
打
ち
続

け
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
家
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
私
が
買
い
物
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
お
客
さ
ん
が
混
む
時
間
帯
で
、
レ

ジ
前
に
は
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
進
ま
な
か

っ
た
そ
の
時
、
私
の
前
に
並
ん
で
い
た
男
の
人
が
、
店
員
さ
ん
に

向
け
て
言
っ
た
の
が
、
こ
の
言
葉
で
し
た
。
店
員
さ
ん
の
顔
か
ら

は
笑
顔
が
消
え
、
た
だ
黙
々
と
レ
ジ
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
会
計

が
終
わ
る
と
、
男
の
人
は
、 

「
チ
ッ
！
時
間
の
無
駄
。
自
分
の
国
で
働
け
よ
。」 

と
舌
打
ち
を
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
店
員
さ
ん
は
、 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

と
頭
を
下
げ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
た
だ
そ
の
様
子
を
見
て
い
る

だ
け
で
、
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」 

と
言
わ
れ
、
私
は
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。
私
の
番
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
レ
ジ
を
打
ち
、
品
物
を
か
ご
に
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
他
の
店
員
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
一
生
懸
命
働
い

て
い
る
若
い
中
国
人
の
お
姉
さ
ん
で
す
。
何
と
な
く
表
情
は
沈

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
も
ず
っ
と
気
ま
ず
い
思
い

を
し
た
ま
ま
、
会
計
を
終
え
て
ス
ー
パ
ー
を
出
ま
し
た
。 

 

家
に
帰
り
、
店
員
さ
ん
の
顔
と
、
あ
の
男
の
人
が
言
っ
た
「
外

人
は
使
え
な
い
」
の
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
を

差
別
す
る
場
面
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持

ち
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
混
ん
で
い
て
、
あ
の
男
の
人
は
い
ら
だ

っ
て
い
て
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
店
員
さ
ん
に
怒
る
理
由

は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
の
人
だ
ろ
う
が
日
本
人
で
あ
ろ
う
が
、
同

じ
人
間
な
の
で
す
。
あ
の
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
店
員
さ
ん

は
、
も
の
す
ご
く
心
が
傷
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
言
葉
や
文
化
が

違
っ
て
い
て
も
、
差
別
を
受
け
て
「
悲
し
い
」
と
思
う
気
持
ち
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
日
本
人
は
親
切
だ
」
と
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
の
人
た
ち
が

言
う
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
も
、
日
本
人
は
心
優
し
く
、
調

和
を
大
切
に
す
る
人
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
日
常
の
中
で
の
こ
の
出
来
事
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。 

 

最
近
、
多
く
の
外
国
の
人
た
ち
が
様
々
な
場
所
で
働
い
て
い

る
の
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
々
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
外
国
の
人
と
接
す
る

機
会
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、

見
た
目
だ
け
で
判
断
し
、
さ
さ
い
な
言
葉
、
ふ
る
ま
い
で
外
国
の

人
を
傷
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
私
が
見

た
ス
ー
パ
ー
で
の
出
来
事
も
、
相
手
を
温
か
く
見
守
る
心
、
気
遣

い
の
心
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
あ
の
よ
う
な
言
葉
は
、
口
か
ら
出
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
人
と
人
と
が
関
わ
り
合
い
な
が
ら
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
優
し
さ
と
気
遣
い
が
大
切
だ
と
私
は
思

う
の
で
す
。
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
て
理
解
し
合
っ
て
こ
そ
、

よ
り
よ
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

２
０
２
０
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
日
本
。
ま

す
ま
す
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
、
外
国
の
人
た
ち
も
た
く
さ
ん

日
本
に
や
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。「
日
本
は
世
界
一
『
人
に
優
し

い
国
』
だ
。」
と
心
か
ら
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
そ
う
私
は

願
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

誰
に
で
も
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

あ
の
出
来
事
の
後
も
、
私
は
そ
の
ス
ー
パ
ー
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
、
中
国
人
の
店
員
さ
ん
を
、
つ
い
探
し

て
し
ま
い
ま
す
。
店
員
さ
ん
は
、
あ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
レ
ジ

担
当
で
、
い
つ
も
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
違
う
の

は
、
研
修
中
の
札
が
な
く
な
り
、
笑
顔
で
あ
る
こ
と
。
先
日
、
そ

の
店
員
さ
ん
の
レ
ジ
に
並
び
ま
し
た
。 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」 

と
元
気
に
、
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
を
打
っ
て
い

る
最
中
に
、 

「
こ
れ
は
ど
こ
を
打
て
ば
い
い
ん
で
す
か
。」 

と
店
員
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、
隣
の
レ
ジ
の
担
当
の
人
が
、
優
し
く

教
え
て
い
ま
し
た
。 

「
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」 

と
、
に
こ
っ
と
笑
っ
た
店
員
さ
ん
の
表
情
は
、
と
て
も
お
だ
や
か

で
し
た
。
私
も
心
が
な
ん
だ
か
温
か
く
感
じ
ま
し
た
。
会
計
が
済

み
、 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

と
、
と
び
き
り
の
笑
顔
に
、
私
も
笑
顔
で
店
員
さ
ん
を
見
ま
し
た
。 

「
人
に
優
し
く
し
て
い
き
た
い
、
そ
し
て
そ
の
笑
顔
が
ず
っ
と

続
き
ま
す
よ
う
に
。」
と
思
い
ま
し
た
。 
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「
だ
れ
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
」 
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